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１．調査目的 

本市では、地球温暖化対策のため「瑞浪市地球温暖化対策実行計画」を定め、平成２４年

度末までに公共施設からの二酸化炭素排出量を平成１８年度比で６％削減することを目標に

しています。 

本調査は、公共施設からの二酸化炭素排出量を把握することを目的としています。 
 
 
２．調査対象および調査項目 

 市庁舎、廃棄物処理施設、消防施設、学校教育施設、文化施設、福祉施設の６分野、５４

施設を対象に、電気、ＬＰガス、灯油、Ａ重油、ガソリン、軽油の使用量を調査し、二酸化

炭素排出量を算出しました。 
 
 
３．調査期間 

 平成２１年４月～平成２２年３月末を調査期間としました。 
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表１．調査対象施設一覧 

分 類 施 設 名  分 類 施 設 名 

市庁舎 

本庁舎  

学校教育施設 

稲津小学校 

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  明世小学校 

釜戸ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  日吉小学校 

大湫ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  釜戸小学校 

稲津ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  瑞浪中学校 

陶ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  瑞陵中学校 

廃棄物処理施設 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  陶中学校 

不燃物最終処分場  稲津中学校 

衛生ｾﾝﾀｰ  日吉中学校 

浄化ｾﾝﾀｰ  釜戸中学校 

月吉ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  学校給食ｾﾝﾀｰ 

日吉南部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  

文化施設 

陶文化プラザ 

大湫ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  総合文化ｾﾝﾀｰ 

消防施設 
消防本部  市民図書館 

消防署陶分署  化石博物館 

学校教育施設 

稲津保育園  市之瀬記念美術館 

みどり保育園  地球回廊 

一色保育園  陶磁資料館 

瑞浪幼児園  自然ふれあい館 

稲津幼児園  市民体育館 

陶幼児園  市民野球場 

桔梗幼児園  樽上野球場 

竜吟幼児園  市民競技場 

日吉幼児園  市民ﾃﾆｽｺｰﾄ 

瑞浪小学校  狭間ﾃﾆｽｺｰﾄ 

土岐小学校  窯業技術研究所 

陶小学校  福祉施設 保健ｾﾝﾀｰ 
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４．二酸化炭素排出量の算出方法 

（１）燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量の算出方法 
 

  [二酸化炭素排出量] ＝ [使用量] × [二酸化炭素排出係数] 

 

表２．エネルギー等の使用に伴う二酸化炭素排出係数 

項 目 係 数 

電  気 0.555 kg-CO2/kWh 

ＬＰガス 3.0 kg-CO2/kg 

オートガス※1 3.0 kg-CO2/kg 

灯  油 2.49 kg-CO2/l 

Ａ 重 油 2.71 kg-CO2/l 

ガソリン 2.32 kg-CO2/l 

軽  油 2.62 kg-CO2/l 

※1 ごみ収集車に用いる自動車用 LPガス燃料。[成分] プロパン：ブタン＝20：80  [産気率] 0.384 (l/kg) 

  （参考 1） 「温室効果ガス 算定・報告・公表制度について」環境省 

  （参考 2） 「プロパン、ブタン、ＬＰガスのＣＯ２排出原単位に係るガイドライン」日本ＬＰガス協会 

 

 

 

（２）一般廃棄物（プラスチック）の焼却に伴う二酸化炭素排出量の算出方法 
 
  [二酸化炭素排出量] ＝ [一般廃棄物焼却量] × [可燃割合] × [プラスチック割合] × [二酸化炭素排出係数] 

  ※ 可燃割合、プラスチック割合は、過去３年間の平均値。 

表３．一般廃棄物（プラスチック）の焼却に伴う二酸化炭素排係数 

 二酸化炭素排出係数 

プラスチックの焼却 2.69 (t-CO2/t) 
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５．燃料等使用量と二酸化炭素排出量 

（１）燃料等使用量 
平成２１年度の公共施設における燃料等使用量は表４のとおりでした。 

 
表４．公共施設における燃料等の使用量 

月 
電力 ＬＰガス オートガス 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油 

( kwh ) ( kg ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) 

4 966,066  40,887  519 1,462 15,361 4,256  4,698

5 968,247  40,090  597 187 13,772 3,262  3,272 

6 1,002,277  44,277  592 1,808 24,462 5,274  5,199 

7 943,337  26,204  632 6,773 6,052 4,905  4,615 

8 1,156,568  59,218  576 7,509 12,892 5,080  5,026 

9 994,150  29,957  461 3,060 14,121 4,827  4,793 

10 964,855  36,983  642 581 25,291 5,030  4,464 

11 982,963  39,328  545 2,326 15,856 4,923  4,328 

12 953,625  36,754  626 7,394 24,068 4,284  4,254 

1 1,049,784  52,669  539 13,723 14,119 4,223  4,139 

2 961,843  44,816  480 9,769 23,821 4,654  3,816 

3 927,590  36,382  521 6,205 24,620 4,496  4,485 

H21 計 11,871,305 487,565 6,730 60,797 214,435 55,214 53,089

H20 計 11,877,271  548,021  9,424 66,557 236,474 57,577  57,545

H21-H20 -5,966 -60,456 -2,694 -5,760 -22,039 -2,363 -4,456

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 グラフ１．燃料等の使用量 
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（２）燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量 

  燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量は表５のとおりでした。燃料等の種別の二酸化炭素

排出割合としては、電気７２．４％、LPガス１６．６％、A重油６．４％、灯油１．７％、
軽油１．５％、ガソリン１．４％でした。 

 
表５．燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量 

月 電力 ＬＰガス 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油 計 

4 536.1  126.6  3.6 41.6 9.9 12.3  730.1 

5 537.4  124.9  0.5 37.3 7.6 8.6  716.3 

6 556.3  137.5  4.5 66.3 12.2 13.6  790.4 

7 523.6  83.6  16.9 16.4 11.4 12.1  664.0 

8 641.9  182.2  18.7 34.9 11.8 13.2  902.7 

9 551.8  93.5  7.6 38.3 11.2 12.6  715.0 

10 535.5  116.0  1.4 68.5 11.7 11.7  744.8 

11 545.5  122.2  5.8 43.0 11.4 11.3  739.2 

12 529.3  115.2  18.4 65.2 9.9 11.1  749.1 

1 582.6  162.2  34.2 38.3 9.8 10.8  837.9 

2 533.8  138.2  24.3 64.6 10.8 10.0  781.7 

3 514.8  113.2  15.5 66.7 10.4 11.7  732.3 

H21 計 6,588.6 1,515.3 151.4 581.1 128.1 139.0 9,103.5

H20 計 6,591.9  1,717.7  165.7 640.8 133.6 150.8  9,400.5

H21-H20 -3.3 -202.4 -14.3 -59.7 -5.5 -11.8 -297.0

 

   
 
 

 

単位：t-CO2

グラフ２．燃料等の種別の二酸炭素排出量 



6 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量（分野別） 

  市庁舎、廃棄物処理施設、消防施設、学校教育施設、文化施設、福祉施設の６分野にお

ける燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量は表６のとおりでした。 

  分野ごとの排出割合としては、廃棄物処理施設６８．４％、学校教育施設１５．９％、

文化施設７．７％、市庁舎６．２％、消防施設１．５％、福祉施設０．３％でした。 

 
表６．燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量（分野別） 

  市庁舎 
廃棄物処理 

施設 
消防施設 

学校教育 

施設 
文化施設 福祉施設 計 

4 36.1  531.7  12.8 102.8 45.1 1.6  730.1

5 32.8  543.0  6.8 93.4 38.8 1.5  716.3

6 41.2  566.2  10.1 121.1 50.8 1.0  790.4 

7 55.4  437.8  9.1 98.3 61.5 1.9  664.0

8 62.4  629.1  10.4 117.0 81.3 2.5  902.7

9 44.1  487.1  11.2 102.1 68.0 2.5  715.0

10 36.2  532.6  10.3 118.1 46.4 1.2  744.8 

11 37.9  539.7  10.5 99.7 49.1 2.3  739.2

12 51.0  485.3  11.1 136.5 61.4 3.8  749.1 

1 58.0  554.4  15.9 129.3 75.8 4.5  837.9 

2 55.9  455.0  15.5 186.6 65.0 3.7  781.7 

3 50.9  461.2  13.9 145.0 58.0 3.3  732.3

H21 計 561.9 6,223.1 137.6 1,449.9 701.2 29.8 9,103.5

H20 計 583.2  6,447.4  149.5 1,497.5 690.9 32.1  9,400.5

H21-H20 -21.3 -224.3 -11.9 -47.6 10.3 -2.3 -297.0

 

単位：t-CO2

グラフ３．燃料等の種別の二酸化炭素排出割合 
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グラフ５．分野別のエネルギー起源二酸化炭素排出割合 

グラフ４．分野別のエネルギー起源二酸化炭素排出量 
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６．一般廃棄物焼却に伴う二酸化炭素排出量 

 当市における一般廃棄物処理状況は表７のとおりで、一般廃棄物に含まれるプラスチック

の焼却に伴う二酸化炭素排出量は 4,567tでした。 
 
表７．瑞浪市の一般廃棄物処理状況 

 Ｈ１８年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 

廃棄物焼却量 (t) 11,087 11,342 10,280 

過去３年間の可燃割合 (%) 50.4 51.3 49.6 

過去３年間のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ割合 (%) 24.0 31.0 33.3 

CO2排出量 (t-CO2) 3,608 4,852 4,567 

 
７．二酸化炭素排出量の削減状況 

公共施設における二酸化炭素排出量の削減状況は表８のとおりでした。平成１８年度に比

べ、燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量が１１．３％減少、一般廃棄物の焼却に伴う二酸化

炭素排出量が２６．６％増加し、全体では１．５％減少しました。 

燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量の減少は、LPガスと A重油の使用量の減少が主な要
因です。LPガスは、クリーンセンターにおいて廃棄物処理方法の見直しを行っており、廃棄
物焼却に伴う LPガス使用量が昨年度に比べ約１２％削減されました。A重油は、学校給食
センターにおいて献立の見直しや、生徒数の減少等の要因により A重油使用量が昨年度に比
べ約１０％削減されました。 

一般廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量が増加した要因としては、不燃ごみ処理手数料

が平成１９年１月１日から有料化したことが挙げられます。不燃ごみ処理の有料化により、

不燃ごみに多く混入し埋立処分されていたプラスチック類が、可燃ごみとして正しく排出さ

れるようになりました。その結果、可燃ごみ含まれるプラスチック割合は、平成１６～１８

年度の平均２４．０％から、平成１９～２１年度では平均３３．３％に高まりました。二酸

化炭素排出量は増加しましたが、ごみ分別意識の向上は埋立処分場の延命に寄与しています。 
 

表８．公共施設における二酸化炭素排出量の削減状況 

 H18年度 H20年度 H21年度 増減（H18比）  目標値 

燃料等の使用 10,266  9,401 9,104 -11.3%  9,650 

 電 気 6,697  6,592 6,589 -1.6%  6,295 

 LP ｶﾞｽ 2,353  1,718 1,515 -35.6%  2,212 

 灯 油 151  166 152 +0.6%  142 

 A重油 749  641 581 -22.4%  704 

 ｶﾞｿﾘﾝ 142  134 128 -9.6%  133 

 軽 油 173  151 139 -19.7%  163 

一般廃棄物の焼却 3,608  4,852 4,567 +26.6%  3,392 

計 13,874  14,253 13,671 -1.5%  13,042 
 

単位：t-CO2
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８．今後の取り組み 

 「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（通称：省エネ法）が改正され平成 22年 4月
1 日から全面施行されました。それにより、瑞浪市では、電気、ガス、灯油、A 重油などの
エネルギーを起源とするエネルギー消費原単位を年平均 1％以上の低減に努めなければなり
ません。引き続き「地球温暖化対策取組事項」を徹底することで、こまめな消灯やエレベー

ターの使用抑制などの省エネの推進、急加速の抑制やアイドリング・ストップなどのエコド

ライブの推進等に取り組んでいきます。また、「クールアースデイ：七夕ライトダウン」等の

地球温暖化対策事業に積極的に参加し、二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいきます。 

ごみの焼却量削減のため、廃棄物減量と資源ごみの分別徹底に取り組み、ごみの削減を推

進していきます。また、さらなる二酸化炭素排出量削減のため、プラスチックごみを分別推

進し、資源としてリサイクルできるよう検討していきます。 

 
 
 
 
＜用語説明＞ 
用語 よみ 説明 
CO2 ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 二酸化炭素 
kg-CO2 ｷﾛ･ｸﾞﾗﾑ･ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 1kgの二酸化炭素を表す単位 
t- CO2 ﾄﾝ･ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 1tの二酸化炭素を表す単位 
kWh ｷﾛ･ﾜｯﾄ･ｱﾜｰ 1kWの電力を 1時間使用した時に消費される電気量を

表す単位 

産気率 
(l／kg) 

ｻﾝｷﾘﾂ 1kgのガスを気化した場合に何 lになるかを表す値。
1971～2000年の 30年間の全国平均気温（14.9℃）に
基づいて算出（日本 LPガス協会） 
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